
練
を
し
ま
し
た
。
飯
島
好
江
代
表

は
「
日
ご
ろ
の
訓
練
が
生
か
さ
れ
、

み
ん
な
作
り
方
を
熟
知
し
て
い
ま

す
」
と
日
々
の
訓
練
の
成
果
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、
委
員
会
の
責
任
者
が

集
ま
り
「
緊
急
車
両
の
要
請
連
絡

手
順
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
」

「
担
架
の
使
い
方
を
練
習
し
な
け

れ
ば
」「
報
告
書
の
用
紙
統
一
と
内

容
の
再
確
認
」
な
ど
問
題
点
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

　

黒
坂
地
区
自
主
防
災
委
員
会
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
ろ
う
と
、
昨
年
９
月
に
黒
坂
地

区
連
合
区
内
の
世
帯（　

自
治
会
）
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で
結
成
。
情
報
伝
達
の
強
化
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、

住
民
に
よ
る
自
主
的
な
防
災
活
動

を
行
い
、
災
害
に
よ
る
被
害
の
防

止
、
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

５
か
年
の
長
期
活
動
計
画
も
定

め
、
２
年
目
の
今
年
は
、
組
織
全

体
と
し
て
の
機
能
と
防
災
組
織
に

必
要
な
資
機
材
の
整
備
が
計
画
目

標
。
今
後
、
災
害
弱
者
支
援
体
制

の
確
立
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

　

黒
坂
自
主
防
災
委
員
会
は
、
平

成　

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

15
業
（
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
）

の
助
成
を
受
け
、
防
災
資
機
材
を

整
備
。
訓
練
同
日
の
６
日
、
地
区

住
民
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
回
整
備
し
た
の
は
、
炊
飯
装

置
、
担
架
、
飲
料
タ
ン
ク
、
発
電

機
、
携
帯
用
投
光
機
な
ど　

品
目
。

13

黒
坂
支
所
駐
車
場
内
に
資
機
材
倉

庫
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

福
田
和
也
会
長
は
「
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
、
資
機
材
の
充
実
が

図
れ
た
。
使
わ
な
い
こ
と
に
こ
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
今
後
も
資
材

と
と
も
に
組
織
も
強
化
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

資
機
材
は
宝
く
じ
の
助
成
で
整

備
。
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
目
的
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
助
成
や
文
化
振
興

事
業
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

3 広報ひの

各自治会の責任者が避難状況を本部に連絡。災害を想定して徒歩や自転車などで状況を伝える

組
織
化
し
て
役
割
を
明
確

２
年
目
の
計
画
目
標

　

防
災
資
機
材
を
整
備

災害対策の資機材を整備し迅速な防災活動を

　震災体験を風化させるな　10 月 6日全町一斉防災訓練


